
竣

み

れ

念品

深
江
財
産
区
菅
理
告
番
目

生
活
文
化
史
料
室
理
事

1菜

山

健

深
江
財
産
区
管
理
会
(
太
聞
垣
正
縦
会
長
)
が
.
地
元
の

史
誌
編
さ
ん
を
計
画
、
御
影
高
校
の
悶
辺
良
人
先
生
の
ご
諒

解
を
得
て
、
そ
の
中
心
的
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

早
速
、
資
料
の
収
集
や
聞
き
と
り
調
査
な
ど
、

史
誌
編
さ

ん
の
方
法
に
つ

い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
、
問
時
に
、
資
料
の

収
納
や
展
示
を
行
な
う
為
に
、
史
料
室
の
雄
投
に
つ
い
て
も

平
行
し
て
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
自
宅
の
改
築
を
考
慮
中
だ
っ
た
私
は

忍
ん
で
旧
居
宅
内
の
資
料
の
提
供
を
管
理
会
に
申
し
出
ま
し

た
が
、
大
変
だ

っ
た
の
は
、
そ
の
務
理
と
搬
出
で
し
た
。

史
料
室
も
昨
年
二
月
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ま
に
祝
福
さ

れ
て
、
神
戸
深
江
会
館
生
活
文
化
史
料
主
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
、
千
人
を
越
え
る
人
び
と
の
兄
字
が
あ

っ
た
と
う
か
が

っ

て
お
り
ま
す
し
、
『
歴
史
読
本
』

昭
和
五
十
七
年
二
月
号
な
ど

に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
版
制
す
ぎ
る
程
の

一
年
間

で
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
岡
崎い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
春
か
ら
灼
熱
の
変
に
か
け
て
、
太
田
垣
正

史料室だより

第2号

1982・2・21

ー
特
集
・
一
周
年
記
念

1

編
集
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史
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東
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本
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電
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0
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雄
会
長
、
志
弁
正
夫
委
員
、
田
辺
倶
人
先
生
、
史
料
室
員
の

渡
部
永
干
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
大
奮
闘
の
結
果
、
少
し
ず

つ
資
料
が
、

そ
れ
ら
し

い
姿
を
あ
ら
わ
し
て
き
ま
し
た
。

先
代
も
円
止
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
内
納
戸
を

お
お

っ
た
撲
は
、
実
に

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
積
も

り
、
約
百
年
間
の
静
か
な
眠
り
を
、
そ
の
場
で
実
証
し
て
お

り
ま
し
た
。
太
問
屋
会
長
と
芯
井
さ
ん
は
、

ゴ
ル
フ
相
を
か

ぶ
っ
て
完
全
武
装
、
そ
の
額
に
玉
の
日
、
峻
に
ゆ
が
む
郎、

限
だ
け
を
出
し
て
い
る
感
じ
の
渡
部
さ
ん
も
桟
ま
み
れ
、
皆

さ
ん
き
な
が
ら
タ
イ
ム
マ
ン
ン
に
で
も
乗

っ
て
、
お
永
年
間

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
か
れ
た
よ
う
な
同
三
し
す
ら
し
ま
し

た
。よ

う
や
く
出
さ
れ
た
資
料
の
数
々
は
、
お
び
た
だ
し
い
も

の
で
、
田
辺
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、
手
極
よ
く
擦
り
わ
け

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
出
来
れ
ば
、
こ
の
事
ご
と
残
す
の
が

ベ
ス
ト
な
ん
だ
が
、
と
田
辺
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
て

い
た
の

を、

A
7
で
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
党
え
て
お
り
ま
昔
。

設
に
で
も
、
な
つ
か
し
い
田
舎
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
深

江
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
古
里
で
あ
り
ま
す
。

唯
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
、

私
は
、
家
の
資
料
を
差
し
あ
げ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
が、

史
料
室
オ
ー
プ

ン
一

周
年
に
当

た
り
、
敢
え
て
二
年
前
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
皆
さ
ま
の
ご
苦

労
を
ご
披
露
申
し
あ
げ
た
く
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞

っ
て
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
疋
き
ま
し
た
。
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昭和57年(/982年12月 3日

史料室開館

約 100人の参列者がわれわれ

の町のミニ博物館の門出を祝

った。

1981 . 2 .21 完成直後の史料室

大日盆女神社の森に凹角い深

江会館。その左手に新築の史

料室。

番組になった史料室

オープン 1年近くの2月3自

の夕、 街角のミニ博物館がテ

レビに登場しま した。



深
江
の
歩
み
と
街
か
ど
の
史
跡

農
耕
生
活
の
は
じ
ま
り

こ
の
近
辺
で
は
北
方
町
山
施
に
森
北
町
弥
生
遺
跡
が
あ
り
、

本
庄
小
学
校
内
校
庭
か
ら
は
石
斧
や
土
器
が
出
土
し
た
.
約

二
千
年
前
向
弥
生
時
代
に
こ
の
地
で
営
ま
れ
て
い
た
祖
先
た

ち
の
生
括
的
跡
で
あ
る
。

深
江
駅
の
西
を
南
流
す
る
高
橋
川
町
川
筋
に
注
意
し
て
み

よ
う
.
川
を
き
か
町
ぼ
る
と
阪
神
電
車
内
北
で
.
川
は
直
角

に
西
に
む
き
を
変
、
之
、
約
四
百
メ
ー
ト
ル
西
で
ま
た
北
に
む

き
を
転
じ
て
い
る
.
東
西
、
南
北
と
直
角
に
山
り
な
が
ら
直

線
状
に
流
れ
る
こ
の
川
町
流
路
は
、
古
代
図
家
内
班
回
収
授

の
た
め
の
土
地
制
度
条
里
制
の
地
割
り
の
な
ご
り
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
.

踊
り
松
の
伝
説

律
令
制
の
も
と
で
そ
の

こ
ろ
近
在
は
、

怖い
津
国
克
服
部
術

や口
血
郷
に
属
し
て
い
た
.

奈
良
時
代
的
霊
屯
元
年
(
七
一
五
)
.
肌

wm恥
の
町
即
の
夜
、

ま
っ
精
な
深
江
町
沖
の
海
上
に
不
思
議
な
光
が
現
わ
れ
た
。

浜
辺
に
集
っ
た
里
人
的
限
円
前
で
、
光
は
障
に
近
づ
き
‘
浜

町
松
町
大
木
の
恨
も
と
に
流
れ
つ
い
た
.
そ
し
て
光
町
中
か

ら
、
「
わ
れ
は
稲
荷
町
神
。
こ
の
山
内
手
町
森
か
げ
に
祭
れ
」

と
い
う
声
が
き
こ
え
た
。
人
々
は
喜
こ
ん
で
、
そ
の
松
町
周

聞
を
踊
り
ま
わ

っ
て
神
を
迎
え
社
を
恒
常
っ
た
.

こ
れ
が
‘
深

江
町
北
方
に
あ
る
森
内
稲
荷
神
社
内
は
じ
め
だ
と
い
い
、
神

さ
ま
の
漂
着
し
た
松
は
そ
れ
か
ら
腕
。
松
と
よ
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

田

辺

人

.n; 

一
説
で
は
‘
あ
る
時
ひ
ど
い
洪
水
が
あ

っ
て
、
森

内
稲
荷
神
社
も
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
何
時
、
神
さ
ま
が

こ
の
松
の
岡
山
も
と
に
流
れ
つ
い
て
ら
れ
た
の
で
、
人
々
は
喜

こ
ん
で
松
の
ま
わ
り
を
踊
り
ま
わ

っ
て
神
さ
ま
を
森
に
つ
れ

滞

っ
た
.
そ
の
た
め
腕
。
松
と
い
う
の
だ
と
い
う
。

と
も
あ
れ
、
五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
森
稲
荷
町
祭
り
町

時
に
は
深
江
本
町
四
丁
目
に
あ

っ
た
こ
の
腕
り
般
の
と
こ
ろ

ん

-E

ま
で
神
輿
の
お
渡
り
が
あ

っ
た
。

深
江
村
の
田
植
生

2
 

き
て
‘
深
江
本
町
四
丁
目
に
字
薬
王
寺
と
い
う
地
名
が
あ

っ
た
.
室
町
時
代
に
そ
こ
に
大
日
如
来
を
祭
る
薬
王
寺
と
い

う
寺
が
あ
っ

た
.
そ
の
寺
町
ま
わ
り
の
民
家
と
‘
そ
の
東
方

に
あ

っ
た
豪
族
巴
氷
井
氏
町
屋
般
の
ま
わ
リ
円
集
滞
と
が
あ

わ
さ

っ
て
、
戦
国
時
代
に

一
つ
町
村
が
で
き
た
.
芦
屋
川
町

西
町
低
地
に
入
り
く
ん
だ
入
江
が
あ
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で

深
江
村
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
.

正
車
対
寺
と
大
臼
さ
ん

文
晩
年
間

(
十
五
世
紀
)
的
業
王
寺
町
住
職
似
鉛
は
‘
探

-
H
A
l
a
 

〈
蓮
如
に
信
服
し
て
寺
を
浄
土
真
宗
に
改
め
、
延
山
吋
寺
と
改

称
し
て
本
尊
も
阿
弥
陀
如
来
に
代
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

寛
永
+
年
に
水
井
三
左
衛
門
が
出
家
し
、
空
間
と
号
し
て
寺

を
つ
い
だ
時
、
ふ
た
た
び
そ
の
寺
は
・
氷
井
山
正
舟
寺
と
改
林

さ
れ
、
A
7
あ
る
地
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
.

一
方
、

観
空
に
よ

っ
て
寺
か
ら
出
さ
れ
た
旧
本
的
存
町
大
日

如
来
は
、
や
が
て
村
人
に
ひ
き
と
ら
れ
て
祭
ら
れ
た
。

こ

ま
4
F

れ
~

川酬l川 l川

{
量
近

測
付

年

江
伺

深

ム
n
e--

ロM
ME
 

れ
が
深
江
村
町
鎖
守
で
駅
の
す
ぐ
南
東
に
あ
る
対
島
か
わ
神

社
内
お
こ
り
だ
と
い
う
.
お
そ
ら
く
古
く
は
大
日
如
来
亭
本

雄
と
し
た
薬
王
寺
町
鎮
守
杜
だ

っ
た
社
が
、
独
立
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
.

江
戸
時
代
の
生
活

深
江
村
は
、
や
が
て
江
戸
時
代
に
は
尼
崎
務
領
と
な

っ
て
.

戸
田
背
山
松
平
の
歴
代
藩
主
に
治
め
ら
れ
た
。
当
時
こ

町
村
は
農
業
と
漁
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
村
人
は
春
に
聞
に
お

り
て
稲
に
み
の
り
を
も
た
ら
し
、

秋
に
は
山
に
帰
る
と
い
う

t
 

山
町
神
や
、
監
か
な
漁
を
約
束
し
て
く
れ
る
戎
さ
ま
を
侭
じ

て
い
た
.
深
江
町
山
の
神
の
石
岡
は
今
も
六
甲
山
中
町
風
吹

岩
内
南
に
の
こ
っ
て
お
り
、
深
江
町
東
町
浜
に
は
小
さ
な
戎

神
社
が
あ
る
。

大
日
霊
女
神
祉
の
南
町
東
西
町
道
路
は
、
当
時
の
西
国
街

道
的
浜
街
道
で
‘
旅
人
も
多
く
通
っ
た
.
道
ば
た
の
名
所
を

つ
づ

っ
た
「
深
江
こ
ゆ
れ
ば
大
日
加
来
高
い
高
僑
お
ど
り

-2-



松
、
と
い
う
佳
話
も
あ
っ
た
.

明

和

六

年

二

七

六

九

)

、

深
江
は
濃
町
海
辺
町
村
々
と
と
も
に
収
公
さ
れ
て
天
領
と
な

り
、
明
治
維
新
に
至
っ
て
い
る
。

近

代

に
な

っ

て

大
政
奉
還
後
、
明
治
元
年
に
は
兵
脇
山
町
の
管
下
に
は
い
り
、

明
治
二
十
二
年
内
町
村
制
の
施
行
に
際
し
て
・
西
隣
町
制
和

・
西
背
木
町
村
々
と
合
併
し
て
本
庄
村
を
形
成
し
た
.
本
庄

と
い
う
村
名
は
こ
の
あ
た
り
に
中
世
に
あ
っ
た
荘
閣
の
名
に

よ

っ
て
い
る
。

以
後
、
阪
神
間
の
こ
の
地
は
清
実
に
発
展
を
つ
づ
け
た
.

し
か
し
、
歴
史
的
中
に
は
悲
惨
な
経
験
も
あ

っ
た
.

昭

和

十

三
町
水
害
や
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
町
空
襲
な
ど
で
あ
る
.

深
江
一
帯
は
.
昭
和
二
十
年
五
月
十
一
目
的
空
聾
で
ほ
と

ん
ど
潰
滅
状
態
に
な
っ
た
.
背
木
町
浜
に
あ

っ
た
川
西
航
空

機
甲
南
製
作
所
(
今
町
新
明
和
工
業
)
を
爆
撃
す
る
た
め
、

六
十
機
の

B
m
が
数
百
発
的
爆
弾
を
投
下
し
た
.
工
場
に
は

二
七

O
発
、
東
隣
町
商
船
大
学
に
は
三
十
発
的
爆
弾
が
落
下

し
、
こ
町
目
的
空
襲
で
殺
さ
れ
た
人
一
二

O
三
名
、
負
傷
者

八
二
四

名

と

『
神
戸
市
史
』
は
記
鈍
し
て
い
る
.

生
活
文
化
史
料
室

寺
町
深
江
は
こ
の
苦
し
い
破
崎
明
か
ら
立
ち
直
っ
て
、
戦
後

復
興
し
た
新
し
い
街
で
あ
る
・
し
か
し
‘
こ
の
よ
う
に
街
か

ど
に
は
草
い
歴
史
が
ひ
め
ら
れ
て
い
る
.

そ
の
よ
う
な
街
か

ど
の
歴
史
や
郷
土
生
活
向
資
料
を
保
存
し
展
示
し
よ
う
と
、

小
さ
な
歴
史
館
が
で
き
た
.
深
江
町
村
史
割
査
で
入
手
さ
れ

た
約
一
千
点
町
民
具
類
を
所
蔵
す
る
こ
の
「
神
戸
深
江
会
館

生
活
文
化
史
料
室
」
に
は
、
打
出
焼
な
ど
向
陶
磁
器
、
祝
い

膳
や
漆
器
、
古
い
カ
ノ
ラ
や
ト
ラ
ン
プ
、
軍
服
や
甲
山
問
、
農

具
や
医
呉
.
明
治
初
年
同
医
学
校
内
ノ

l
ト
、
大
正
期
的
新

聞

な

と

が

順

次

展
示
さ
れ
て
い
る
.

史

料

紹

介

↓兵
庫
県
運
上
所
の
積
出
し
許
可
状
二
通
に
つ
い
て

置
応
三
年
五
月
に
兵
庫
開
港
町
軸
貯

が
出
さ
れ
‘
明
拍
元
年

一
月
日
は
参
与

曹
軍
事
参
昨
禁
外
国
彰
商
取
胴
掛
班
久

世
通
棺
の
も
と
で
外
国
事
請
が
開
始
さ

T
p
a
 

槍
u
n
h
4

れ
て
、
こ
こ
に
神
戸
貿
易
町
出
火
が
閣

を
聞
け
る
.
初
期
の
神
戸
港
貿
易
は
、

明
抽
五
、
六
年
以
降
に

つ
い
て
は
『
神

戸
開
港
三
十
年
史
二
明
拍
三
一
年
刊
)

『神
戸
割
問
柏
市
略
史
』
(昭
相
六
年
刊
)

に
よ

っ
て
そ
の
大
要
が
知
ら
れ
る
。
し

か
し
、
明
拍
五
年
以
前
回
避
上
所
(
明

抽
五
年
五
月
に
阻
聞
と
改
称
)
時
代
に

つ
い
て
は
、
資
料
も
王
し
〈
ほ
と
ん
ど

白
紙
の
状
鵬
で
あ
っ
た
.

開
港
当
初
の
こ
と
に
毘
警
な
こ
の
時

聞
の
神
戸
貿
易
自
み
の
空
白
を
埋
め
る
も

の
と
し
て
、
昭
和
田
二
年
の

『神
戸
賀

nE

一
O
四
号
に、

『
自
明
拍
元
年
車

問
五
年
神
戸
港
幌
間
統
計
器
」
が
公
口

さ
れ
た
~
{問
史
料
は
、
刑
ム
に
昨
曹
が
加

え
ら
れ
、
神
戸
史
学
会
括
行

『腫
史
と

神
一一戸
』
三
O
骨

昭
和
田
三
年

刊

に

所
酎
)

e

神
戸
地
に
は
開
港
と
と
も
に
資
本
主

輯
開
園
お
よ
び
そ
の
植
民
地
か
ら
の
、

提
出
品
。
半
副
品
が
硫
入
し
、
そ
の
た

め
西
日
本
は
完
全
日
桂
謂
的
植
民
地
の

状
割
に
置
か
れ
た
.
元
年
か
ら
三
年
刷

ま
で
の
柚
入
品
は
、
そ
の
圧
偏
師
会
副

升
が
毛
細
物
細
細
柏
町
完
成
品
で
占

め
ら
れ
、
一
方
抽
出
は
蔵
物
(
江
戸
時

代
、
幕
府
大
名
・
蹴
本
ら
が
躍
坦
散

に
回
送
し
た
米

町
田
町
静
置
物
)

棚
班
物
を
中
心
と
し
て
い
た
.
つ
ま
η

抽
出
に
あ
た
っ
て
‘
外
国
市
川崎
目
的
の

醐
品
を
生
屈
し
た
の
で
は
な
〈
元
米

は
園
内
需
要
に
応
ず
る
た
め
に
呈
屈
さ

れ
た
商
品
を
、
間
帯
が
間
内
か
ら
拍
制

的
に
買
い
集
時
、
情
話

神
戸
な
ど
に

盟
退
さ
せ
抽
出
品
に
し
た
の
で
あ
る
。

附
述
の
よ
う
に
、

こ
の
昨
則
的
史
料

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
が
、
本
史
料
描
ー

に
は
‘
明
泊
三
年
同
兵
雌
叫
連
よ
所
の

摘
出
許
可
状
ニ
過
が
あ
る
。
先
述
の
「
杭

針
表
」
が
そ
の
性
質
上、
当
時
的
貿
易
の

全
体
像
把
躍
に
陣
立
つ
の
に
吋
し
て

こ
の
史
料
は
、
運
上
所
で
の
手
蹴
き
な

ど
具
体
的
実
朝
倉
知
る
う
え
で
大
き
〈

貰
献
す
る
と
也
わ
れ
る
・
二
週
の
う
ら

の
一
通
は
次
回
と
お
り
で
あ
る
。

所
属
的
許
可
状
は
こ
過
と
も
唐
米
の

摘
出
許
可
状
で
あ
る
.
そ
こ
で

「統
計

表
」
で
明
拍
三
年
同
輩
に
閲
す
る
配
制

(波
面
)

退
り
杭
之
事

て

府
米
を
寓
斤

右
御
世
情
踊
品
禍
退
陣
間

世
間
取
可
植
成
幌
以
上

午
九
月
十
二
日

貿
易
商
社
四

笠
血植

松
阻

長

晩

子

岡

(裏
面
)

聖
書
之
品
岨
道

艶
酔
も
の
也

兵
庫
軒

午
九
月
十
二
日

置
上
所
四

波
書
之
内
弐
予
弐
百
斤
出
回

九
円
十
三
日

余
七
千
八
百
斤
管
南

九
月
十
七
日
政

を
み
る
と
、
入
庫
品
目
出
に
「
支
加
来
」

が
あ
り
、

世
量
は

一
O
六
八

七

(単

位
不
明
て
丹
監
七

O
月
、
前
科
二
回

二

九
円
と
な
っ
で
い
る
。
入
胤
品
と

は
‘
外
国
間
人
向
車
め
に
応
じ
て
運
上

所
四
倉
庫
で
駄
料
会
酷
収
の
う
え、

一

時
削
っ
た
貨
物
の
こ
と
で
あ
り
、
明
拍

二
年
以
降
は
、
日
本
町
他
櫓
か
ら
外
国

船
で
田
市
さ
れ
て
き
た
抽
出
国
産
品
を

も
割
っ
た
@
許
可
状
の

「唐
来
」
は、

こ
の
「
支
部
米
」
に
担
当
す
る
も
の
と

目
わ
れ
、

二
週
は
こ
の
よ
う
会
入
雌
品

の
摘
出
許
可
状
で
あ
る
ニ
と
が
判
明
す

る
.わ

ず
か
二
位
向
文
密
で
あ
る
が
、
史

料
田
明
存
状
況
の
悪
い
時
聞
の
も
の
で

あ
る
だ
け
に
、

開
港
当
初
の
神
戸
貿
易

を
知
る
?
え
で
の
食
医
会
資
料
と
思
わ

れ
る
。
(間
西
学
院
大
学
文
挙
前
学
生
}
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1981年 4月号

1982年 l月現在生活文化史料室主の会会員 〈入金剛)

久雄清水坂上利三郎

flI三

森内百合干山川はる江附l1t山

島

原

杉
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文子

皇子

浦

松

-二

中郡

嵯峨山英樹

初美

IIf太位原

小熊
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中111
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縞
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卓
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成

原
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位
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神戸市教背番民会/東灘区役所/神戸史学会/武陥史学会/戸屋市教背番目会/神戸商船大学/井上郷土
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戸製鋼所社内報絹集部/神戸共同印刷 /県立御彬高校I也歴部
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展
示
品
と
の
対
話

史
料
室

所
蔵
の
砲
銃
弾
に
つ
い
い
]

土

居

当
初
予
想
し
て
い
た
の
と
は
持
主
り
、
第
二
次
大
戦
以
前

一の
砲
弾
頬
に
つ
い
て
調
べ
る
の
は
甚
だ
困
難
な
状
況
?
、
大

砲
銃
な
ど
武
器
そ
の
も
の
に
つ
い
て
な
ら
ま
だ
し
も
、
そ

れ
に
使
用
さ
れ
た
弾
薬
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
残
念
な
が

ら
お
手
あ
げ
に
近
い
そ
う
で
す
。
。
e
e

・e
・
-
特
に
日
本
で
は
、

研
究
体
制
の
不
備
人
材
の
不
足
等
か
ら
、
実
際
に
そ
の
砲

弾
の
開
発
や
製
造
使
用
に
撹
わ

っ
た
人
々
に
聞
い
て
み
る

よ
り
な
い
ほ
ど
制
べ
が

つ
き
に
く
い
ら
し
く
、
私
の
能
力
の

及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
い
く
つ
か
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で

こ
こ
に
挙
げ
て
み
ま
す
。
・

小
銃
仰
を
除
き
、
古
く
と
も
大
正
期
以
後
の
も
の
と
考
え

て
よ
い
よ
う
で
す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
弥
頭
に
十

1
百
三

十
の
目
盛
の

つ
い
た
径
約
七
・
五

d
M
、
全
長
二
七

・
三

d

M
M
の
砲
弾
で
す
が
、
こ
れ
は
弾
頭
時
限
信
管
の

m被
弾
で
、

こ
れ
だ
け
新
し
い
タ
イ
プ
は
昭
和
に
入
っ
て
採
用
さ
れ
た
物

と
思
わ
れ
ま
す
。

弾
頭
部
の
な
い
、
径
七
・
五

d
M、
長
さ
二
二

・
五

4
M

の
砲
弾
は
、
比
較
的
新
し
い
(
大
正
期
ご
ろ
開
発
)
速
射
野
砲

(山
砲
)
か
、
七
4
H
M
野
砲
(
山
砲
)
で
、
砲
身
長
二
日
前
後
、

重
量
三
百
公
前
後
、
射
程
四
千
五
百
H
M
1

五
千
以
の
、
楠
骨
融

制
押
・
栂
弾
砲
で
す
。
落
下
し
た
砲
弾
が
無
数
の
破
片
と
な

っ

て
飛
び
散
り
、
人
を
殺
傷
す
る
も
の
で
す
。

径
八

・
五
花
灯
、

H
K
さ
三

・
三

4
日
程
度
の
し
ん
ち

?
7

の
円
筒
物
は
、
雷
管
。
竹
の
切
り
株
の
よ
う
な
長
い
方
の
長

さ
で
三
十
五
必
討
、
径
九
d

H
M
の
円
筒
は
、
分
雌
装
柄
引
式
の

火
砲
の
薬
き
ょ
う
の
よ
う
で
す
。

小
銃
弥
は
薬
き
ょ
う
底
部
に
ロ

ン
ア
文
字
の
刻
印
が
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
日
露
戦
争
当
時
の
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。さ

で
、
お
も
し
ろ
い
の
は
銃
剣
で
、
こ
れ
が
想
像
以
上
に
古

い
も
の
で
し
た
。
正
式
名
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
。
日
本
で
は

な
ま

っ
て
エ

ン
ピ
l
ル
銑
と
呼
ば
れ
、

一
方
で
は
発
明
者
の

名
を
と

っ
て
ミ
ニ
エ

l
銑
と
も
い
わ
れ
た
歩
兵
用
小
銃
の
銃

剣
で
、

一
八
四

一
年
フ
ラ
ン
ス
大
尉
ミ
ニ
エ

l
が
発
明
、
当

時
幕
末
期
だ

っ
た
日
本
で
、
性
能
の
優
秀
さ
と
、
日
本
の
当

時
の
軍
隊
が
仏
式
で
あ
る
こ
と
と
が
相
ま

っ
て
、
各
部
に
大

量
に
輸
入
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

以
上
、
資
料
不
足
、
能
力
不
足
に
加
え
、
卒
論
に
追
わ
れ

た
た
め
、
や

っ
と
こ
の
程
度
し
か
制
ベ
き
れ
ず
、
残
念
に
思

い
ま
す
。
今
後
も
私
の
立
川
帽
で
お
力
に
な
れ
そ
う
な
取
引
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
喜
ん
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(防
術
大
学
校
学
生

・
昭
和
田
川
年
l
月
お
日
付
)

... 
‘輔副画面圃

‘通週.緬圃

-ー・・

見
学
者
の
お
た
よ
り
か
ら

旧
深
江
だ
ん
じ
り
の
擢
り
鐘

U

鈴

木

先
日
、
史
料
室
来
紡
の
折
、
展
示
品
の
中
で「
捕
り
鎖
」
に
、

紀
品
粉
川
中
田
元
清
之
作
の
彫
銘
を
み
ま
し
た
が
、
江
戸
期

の
も
の
と
見
ま
し
た
(
左
側
の
本
庄
村
深
江
昭
和
八
年

は
後
刻
銘
)
。
調
査
し
て
み
ま
し
た
所
、
岸
和
田
市
円
満
寺

に
同
作
の
半
鏑

(紀
品
粉
河
町
中
間
元
消
作
)
が
現
存
し
て

台
り
、
享
保
十
二
年

ご

七
二
七
)
銘
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

明
ら
か
に
江
戸
中
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
本
鎖

は
、
い
わ
ゆ
る
双
銑
の

一
っ
と
閉
山
わ
れ
、
出
所
等
が
判
れ
ば

正
舟
守
と
の
関
係

(宝
暦
四
年
|
|
一
七
五
四
年
銘
の
党
錨

現
存
)
な
ど
興
味
あ
る
研
究
課
題
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

(神
戸
製
鋼
中
央
研
究
所
・
昭
和
国
訓
年
U
月
四
日
付
)
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史

料

室
友
の
会
の

年

2
年
前
の
年
の
瀬
、
私
と
史
料
室
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
私
が
担
当
し
て
い
た
番
組
の
案
内
役
を
、
田
辺

室
長
(
郷
土
史
研
究
家
、
県
立
御
影
高
校
教
諭
)
に
台
願
い

し
て
撮
影
場
所
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
深
江
の
街
を
歩
い
て
い

た
時
で
し
た
。
鮎

っ
ぽ
く
史
料
室
の
完
成
を
押
甘
ん
で
台
ら
れ

る
田
辺
先
生
に
つ
い
て
史
料
を
見
せ
て
間
引
き
ま
し
た
。
そ
し

て
開
室
。
私
も
友
の
会
々
貝
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

開
室
を
前
に
、
各
新
聞
に
町
の
人
逮
だ
け
で
創
っ
た
初
の

ミ
ニ
情
物
館
と
し
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
記

事
の
中
に
も
『
立
体
的
な
活
動
』
を

一
つ
の
特
色
と
し
て
菰

E
-

二階パスでの市内史跡ツアー

(昭和56年12月6日須磨ーの谷)

r， 
前

喜

康

っ
て
い
る
事
が
載
っ
て
い
ま
す
。
史
料
室
を
中
心
と
し
て
歴

史
的
な
活
動

1
何
や
ら
む
ず
か
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
〈
は
な

い
。
は
た
し
て
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
私
も
少
な
か
ら

ず
心
配
で
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
第
一
回
目
の
見
学
会
(
穫
の
酒
蔵
と
周
囲

の
史
跡
を
訪
ね
て
)
に
参
加
し
て
い

っ
ぺ
ん
に
吹
き
飛
び
ま

し
た
。
見
学
会
に
は
、
地
元
の
方
々
も
た
く
さ
ん
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
ワ
シ
は
長
い
こ
と
何
ベ
ん
も
こ
の
前
を
通

っ
と
っ
た
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
と
ん
か
い
ナ
、
知
ら

在
ん
だ
ナ
l

J
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
歩
い
て
い
た
お
じ
い
さ
ん

が
、
そ
う
言

っ
て
お
ら
れ
る
の
を
聞
い
て
、
配
ら
れ
た
酒
蔵

で
仕
入
れ
た
酒
を
飲
み
な
が
ら
何
か
う
れ
し
く
な
っ
て
く
る

気
持
ち
で
し
た
。
八
月
に
は
南
蛮
奨
術
館
か
ら
摩
耶
山
天
上

寺

(
一
泊
)

へ
、
年
末
に
は
二
階
建
て
パ
ス
で
の
市
内

一
周

と
、
文
字
通
り
立
体
的
な
企
画
が
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
一
周
年
。

村
誌
の
編
さ
ん
も
す
す
み
、
今
年
中
に

は
史
料
編
が
完
成
す
る
そ
う
で
す
。
土
地
の
人
々
が
郷
土
を

愛
し
、
そ
の
肢
と
な
る
史
料
室
を
通
し
て
人
々
が
集
ま
り
そ

の
輸
が
広
が

っ
て
い
〈
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
事
で
す
。
こ

れ
が
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
史
料
室
は
い
つ
も
私
逮
の
近
く
に
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
下
駄
履
き
で
行
け
る
(
ジ
ー
ン
ズ
穿
き
か
9
)

そ

ん
な
史
料
室
の
活
動
が
私
の
希
望
で
す
。
そ
し
て
で
き
れ
ば

あ
ち
こ
ち
の
街
角
で
こ
ん
な
史
料
館
が
出
来
て
、
み
ん
な
で

下
駐
履
き
で
訪
ね
て
行
け
れ
ば
・

。
そ
ん
な
気
持
ち
で
二

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

(
サ
ン

T

V

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)

井上亜報)
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史
料
室
の
一
年
と
資
料
提
供
の
方
々

早
い
も
の
で
史
料
室
が
オ
ー
プ
ン
し
て

一
年

。

朝

日

毎

日

読
売

・
神
戸

・
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
紙
の
ほ
か
、
雑

誌
と
し
て
『
歴
史
と
神
一C
『
月
刊
神
戸
っ
子
』
『
市
民
の

グ
ラ
フ
こ
う
べ
』
『
歴
史
読
本
』
な
ど
が
大
き
く
と
り
あ
げ

て
紹
介
し
て
下
さ
い
ま
し
た
(
史
料
室
に
能
い
て
い
ま
す
か

ら
ご
覧
下
さ
い
)
。
サ
ン

T
V
や
競
売
T
V
、
ラ
ジ
オ
関
西

も
電
波
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
陰
で
、
入
室
者
は
約

千
二
百
名
(
昭
和
五
七
年
二
月
半
ば
)
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

開
室
翌
日
に
は
七
十
八
名
の
見
学
者
が
あ
り
、
三
月
六
日
に

は
神
戸
市
立
幼
稚
園
の
東
灘
区
内
の
先
生
方
五
十

一
名
、
五

月
十
日
に
は
市
立
働
く
婦
人
の
家
の
四
十
五
名
、
十
月
二
十

四
日
に
は
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
神
戸
支
部
の
四
十
七
名
と
い

う
様
に
団
体
で
見
学
に
来
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。
一
一
月

十
三
日
に
は
社
会
科
学
習
と
し
て
本
庄
小
学
校
か
ら
三
年
生

二
百
名
が
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育
に
こ
の
よ
う

に
生
か
し
て
頂
け
れ
ば
、
と
て
も
婚
し
い
こ
と
で
す
。
見
学

者
の
大
半
は
深
江
周
辺
の
方
で
す
が
、
県
内
で
は
明
石
加

古
川
姫
路
か
ら
、
又
県
外
で
は
吹
田
池
田
・
箕
面
な
ど

か
ら
も
お
見
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
贈
品
が
地
え
、
少
し
で
も
多
く
の
資
料
を
観
て
頂
こ
う

と、

二
度
の
小
鋭
的
酬
な
展
示
唱
え
を
行
い
ま
し
た
。
五
月
二

十

一
日
に
は
、
持
大
礼
服
に
代
っ
て
打
掛
け
な
ど
を
出
し
、

十

一
月
十
五
日
の
展
示
替
え
で
は
、
教
育
史
や
戦
争
の
資
料

を
中
心
に
新
た
な
資
料
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
深
江
付
近

を
描
い
た
地
誌
を
並
べ
ま
し
た
。

収
集
資
料
に
つ
い
て
は
、
深
山
健
二
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

約
一
千
点
の
資
料
が
、
こ
の
史
料
室
の
出
発
点
で
し
と
が
、

赤

松

盤

子

そ
の
後
、
多
く
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
賞
置
な
民
兵
史

料

-
書
籍
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
協
力
し
て
下
さ

っ
た
方
々
の
ご
芳
名
と
主
な
等
間
口
聞
を
列
記
し
ま
す
。

深
山
健
二
(
生
活
用
具
医
事
史
資
料
文
批

u-m符
)
・

志
井
正
夫

(mu
符
)
・
伊
吹
順
降

7
)
中
川
文
雄
(
ニ
・

結
城
正
訴
す
)
・
林
芳
男
(
。
)
・
神
戸
市
教
育
委
員
会
(
ニ
・

田
辺
良
人

7
)
・
志
井
保
治

(
古
写
其

・
戦
時
資
料
)

永
井
博
彦
(
古
記
録
古
写
』H
5

・
消
水
久
雄
(
士
口
銭
)

黒
田
博
(
時
計
)

・
小
西
秋
二
(
生
活
用
具
)
・

三
浦
文

子
(
玩
具
)
・
岩
本
正
殺
(
焼
物
)
・
金
問
草
文

(地
図
γ

鎌
田
武
(
大
漁
脳
盃
)
・
深
江
漁
協
(
ホ
産
資
料
)

深
江
消
防
団
(
消
防
資
料
)
・
深
江
背
年
団
(青
年
間
資
料
)

松
本
ヤ
ス
(
教
育
資
料
)
・
森
信
夫
(
農
具
)
・
伴
せ
き
(
衣

料
生
活
用
具
)
太
田
垣
正
雄

(火
制
銃
)

・
永
持
制
川
口

(

衣

料

)

(

敬

称

略

)

こ
の
よ
う
に
し
て

一
年
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
ま
す
と
、
同
開

々
寺
市
中
が
あ
っ
た
よ
う
に
岡
山
わ
れ
ま
す
。

w
深
江
会
館
生
活

文
化
史
料
室
u

を
皆
綴
方
の
御
協
力
に
よ

っ
て
盛
り
立
て
て

下
さ
る
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

須摩I

"
"
綱
者
か
ら
H

探
江
町
地
域
ゅ
ん
制
さ
ん
の
過
砲
で
集

ま
っ
た
千
余
点
の
民
品
史
料
を
型
捕

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
史
料
室
も
、
は

や
一
年
/
官
思
を
出
し
あ
い
、
右
柱
左

控
し
な
が
ら
、
や
つ
で
き
ま
し
た
が
、

地
掛
社
会
の
出
史
と
生
活
文
化
の
歩
み

を
、
蛙
分
か
は
お
信
え
で
き
た
と
思
い

ま
す
/
阿
と
か
安
定
し
た
運
営
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
今
年
は

火
時
幅
さ
ん
を
辿
め
史
料
絡
の
刊
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
/
背
少
師
か

ι融

制
さ
れ
た
直
休
み
眠
史
融
笠
や
、
市
民

む
け
の
郷
土
史
輯
血
も
、
で
会
れ
ば
と

宵
え
て
い
ま
寸
/
間
準
以
来
、
盟
日
に

も
異
動
が
あ
り
家
事
就
職
な
ど
の

た
め
.
植
田
永
子
さ
ん
と
理
尾
崎
子
さ

ん
が
過
か
れ
ま
し
た
/
こ
れ
ま
で
の
お

二
人
目
ご
尽
力
に
心
か
一
勺
暗
柑
し
、
今

障
の
理
由
や
友
の
会
の
企
画
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
、
お
刷
い
し
ま
寸
/
史
料
室

々
よ
り
開
2
号
、
い
か
が
で
す
か
/
附

勾
は
開
館
幹
線
と
し
て
、
新
聞
紙
上
町

主
出
の
記
事
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
資
料
紹
介
や
考
草
を
制
せ
る

予
定
で
す
ノ
本
叶
の

「躍
江
の
ゆ
み
と

聞
か
ど
の
史
跡
」
は
市
立
制
く
附
人
の

紘
の
司
あ
じ
さ
い
凶
』
を
時
相
、
選
上

所
の
摘
出
し
許
可
状
は
、
開
港
時
の
神

戸
史
の
賞
皿
会
史
料
で
す
/
雑
制
に
細

っ
た
本
主
の
査
も
収
錯
し
ま
し
た
/
問

主
以
来
.
応
揖
し
て
下
さ
っ
た
市
民
布

志
、
問
所
や
報
道
間
隔
の
各
位
に
深
紺

し
ま
ゆ
，
/
節
二
年度、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
。

(

虚偽
)

史
料
宜
控
員

理

事
太
田
塩
正
雄

志
川
正
拙

田
辺

am人

松
尾
相
夫

胴

査

員

部
松
盟
子

ド蝿
崎
草
子

ふ金

岡

市

町

昭
剛
山
高
削

J

H
U

問

眺
子

友
町
会
幹
-
-

小

嶋

悦

即

時
間

一夫

附
本
融
紀

大

川

弘

佐
岡
市
単

多

田

晴

拍

制

多

昨

雌

(五
十
音
刷
)
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問
国
間
太
郎

志

列

保

拍

中

尾

久

一

深

山

阻

ニ

F
A

回

晃

司

小
肝
山
利
子

北
品
も
と
子

永
井

高

拍

桔

凶

正

問

志

弁

保

拍

門

削

耳

順

.

(
M
M
よ
常
任
)

柿
本
軍
輯
午

位

野

末

失

巾

水

久

拙

問
辺
ゆ
A

刀
り

門

川

寛

子


